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　　　　　魚津ロータリークラブ会報誌

２０１５－２０１６年度　　R　I　会長　　K.R.　ラビンドラン

２０１５－２０１６年度　　魚津RC会長　　羽田　陸朗

第3007回　　　例会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2016年　２月  １9日

１、点鐘・握手

２、ロータリーソング「我らの生業」

３、国際ロータリー第２６１０地区富山第１分区ＩＭ会議のＰＲ活動

　　　　　　　　　　　ガバナー補佐平野氏他、ホストクラブの黒部中央ＲＣの皆さん３名

　　　　　　　　　　　開催日：３月２０日（日）　　ホテル黒部アクア　１５：００　より

　　　　　　　　　　　テーマ「立山黒部ジオパークを形成する黒部川の営み」

４、誕生祝

・２月２０日　寺崎さん　７７歳　：今日は７６歳最後の日。

　　　　　　　来年の今頃はまた皆さんにお祝いしてもらえるように力強く生きていきたい。

・２月２０日　大村由美子夫人　いたって健康に毎日を過ごしていて、３月２７日の雛の会のために

　　　　　　　　精を出しています。

５、会長挨拶

                                                         ２月１７日に富山第一分区会長幹事懇談会に出席

                                                         各クラブの前半期の活動事業報告

                                                        ガバナー事務所からの寄付金の一覧表より　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富山第一分区からは寄付金ゼロだった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寄付金の額は、のちに活動資金として還元されるので、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　是非魚津ＲＣの皆さん奮って寄付金を！

６、幹事報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来週の例会は、台湾旅行の為、１日前倒しの25日（木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・２０１５－２０１６　３月２０日（日）富山第１分区ＩＭ会議　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホテル黒部アクアにて　１４：３０受付開始

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳細は追って案内。是非半数以上の参加を！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・２月１７日　第一分区会長幹事会に出席　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決定事項：　２０１６－２０１７　富山第一分区ＩＭ日程

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１７年３月１９日（日）に開催

・事務局佐渡さんの御祖母様逝去　本日幹事・川岸が葬儀に参列してきた。　

魚津ＲＣの弔慰・見舞規定第８条に則り準用

７、卓話：寺田祐子

「お参りの作法について」

・神道や仏教ではお参りの作法が違うし、宗派でも細かく違う。手を合せてお参りをするということは、

宗教を超越して尊いこと。



１、手水を取る作法

かつてはご祈祷を上げる前に、海や川へ入って禊をしてから、祈りを捧げた。

お参りをする前に取る手水というのは、水中での禊を簡略化したもの。

禊の由来：火の神を産んで亡くなった妻のイザナミノミコトに会いに黄泉の国へ出かけたイザナギノ

ミコトが、黄泉の国でついてしまった死の穢れを祓うために「筑紫の日向の小戸の阿波岐原」で

身につけていたものをすべて脱ぎ捨てて水に入って、禊の祓をしたことによる

手水の作法：手水を取る前に大切なことは、溢れ出ている水の神様に敬意をもって一礼すること。

水の神様が宿った柄杓一杯の貴重な水で、お浄めを済ませる。

①　まずは一礼。右手で柄杓を持って水を汲み、左手で清める。

②　左手に柄杓を持ち替え、右手を清める。

③　再び右手に持ち替え、左の掌に水を溜め、口をすすぐ。

④　最後に左手を清め、柄杓の柄を清めて元に戻す。最後に一礼

注意！　手水は、相撲の力水とは違うので、柄杓に直接口をつけてはいけない。

２、修祓について（神事の最初にするお祓い）

・神職が祓詞（はらえことば）を奏すことによって、神饌や参列者の罪穢れが抜けやすくなる。

お祓いの前に頭を下げることにより、背中から両肩にかけて罪穢れが抜けていき、

そこを神職が白いふさふさの祓串で拭い去るようにお祓いをする。

３、玉串拝礼（玉串を奉りて拝礼）

・榊の枝についている御幣は、左上から右下に斜めに裁たれており、神様が左上から自分のほうに

降りてこられることを意味する。そこに参拝者の祈りを込め、根元を神様の方に向けて置くことにより、

祈りが神様の方に届けられる。

①神前に進み、玉串を立てにして、両手で根元を持って、祈念する。

②玉串を１８０度、時計回りに回して、根元をご神前に向けて、案（台）の上に置いて、一歩下がる。

③丁寧に、二礼二拍手一礼で拝礼する。

４、拝礼の仕方

・指先は、両太ももにつけ、指先を伸ばすと作法がきれいにみえる。

①神様に対し、二回丁寧にお辞儀をする。

②拍手を打つ前に、まず両手を重ね合わせる。右手を少し手前にずらす。

（神様は左手の上位、自分は右手の下位）

③丁寧に拍手を二回、音の余韻を残すように。音は自分の身の汚れを祓う音と、神へ祈りが届く音

④最後に、神様に対し、丁寧に一礼をする。

　　

あとがき：寺田祐子

黒部中央ＲＣから、富山第一分区Ｉ．Ｍ開催のＰＲ活動にいらっしゃいました。

テーマが、「立山黒部ジオパークを形成する黒部川の営み」と地元黒部ならではの内容で、

とても興味深いですね。みなさん、万障繰り合わせて、魚津ＲＣ総勢でバスに乗って出席しましょう！

会場で久しぶりに再会する旧知の知人、新たに知り合って名刺交換する他クラブの会員、

富山第一分区でのロータリーの友の輪、友垣を持つ喜び、春一番にみんなで感じに行きましょうね。
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